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ヘドニア ユーダイモニア

今現在 今と将来

自分 自分と他者/仲間

感情的、本能的 認知的

具体的 抽象的

ヘドニア（hedonia）とユーダイモニア （eudaimonia） 
両者の違いを簡単に整理してみると、



日本人は、お金の話をしたがらない割に、年収や収入で他人を判断しがちな拝金主義だといわれることがあります。 
物欲以外を求める傾向が強くなっている日本は戦後の貧しい時代から這い上がってきた歴史があります。 
結果、ほとんどの人が飢えることもなく、衣食住と生活の安全は保証される社会が実現されています。 
その影響もあってか、日本では「お金と物を所有すれば幸福に近づける」という価値観が浸透しているような気がします。

ヘドニア編…「物欲は短期的にしか幸福感を上昇させない」

心理学者のイローナ・ボニウェルは、ユーダイモニアを、

ユーダイモニア編…「自己発達と超越」

ユーダイモニア的な視点があると、 
「（自己発達や貢献の途中で経験する）苦労や困難ですら幸福になるための過程」 
として捉えることができるようになります。 
私たちの周りにいる、「メンタルが強いなぁ」と感じる人は大概この視点を持っています。

「自己発達（自己成長）」

エゴを超えて自分より 
大きな世界（コミュニティ）に 
貢献する幸せ

今の自分を超えていく幸せ→

→「超越（貢献）」


